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１．概要（Summary） 

 分光学的に未開拓のテラヘルツ（THz）領域の電磁波

を用いて物質の電子状態を明らかにし、この電磁場を用

いた状態制御をめざす。本研究課題では金属微細構造

を用い、軌道角運動量を持つ光として知られる光渦を回

折限界を超えて集光するデバイスの作成を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速マスクレス露光装置、真空蒸着装置、厚膜フォトレ

ジスト用スピンコーディング装置 

【実験方法】 

回折限界以下の近接場電場を測定するために、テラヘ

ルツ近接場測定用結晶（ニオブ酸リチウム）に直接金の微

細構造を作成した。テラヘルツ時間領域分光法により金

微細構造近傍の電場の時間発展を測定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1(a)は作成した金属構造の光学顕微鏡写真であ

る。この放射状アンテナアレイ構造は、過去のシミュレー

ション及び実験研究により、アンテナ全体に入射してきた

光渦を中心の円形部に集光する働きがあることが知られ

ている[1,2]。我々は中心部の大きさを入射光渦の波長

（物質中で 230 m）より小さい直径 50 m とし、回折限

界を超える集光を行った。Fig. 1(b)、(c)はアンテナ構造

全体に軌道角運動量ℏを持つ光渦を照射した時に中心

部に現れる位相、及び強度分布を示す。位相は中心の

特異点の周りで 2回転しており、また強度分布は中心に

暗点を持つドーナツ型をしている。これらの結果は光渦

が回折限界以下の大きさに集光されていることを示して

いる。 

 

Fig. 1 (a) Circular array antenna structure. (b) 
Phase and (c) intensity distribution around the 
center of the array antenna.  
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